
センター組織図

各部門活動内容

　被災自治体の要望等を把握し、福島大学が有する人的・知的
資源とのコーディネートを行います。また、復興支援活動におけ
る産学官の連携、国や被災自治体等からの委託事業並びに民間
団体から寄附金を受け入れるほか、県内・県外でのシンポジウム
の開催、福島の未来を担うこども・若者を支援する団体等を対
象に「福島めばえ助成金事業」を行います。

　農作物の風評被害払拭方策の研究・提案、農業復興に取り組
む自治体・住民組織に対する支援研究、営農再開・農地保全・
集落再生モデルの策定を行います。また、農作物への放射性物
質の移行状況、福島県内の土壌環境・水環境における放射性物
質の状況についての調査研究、放射線に関する知識の普及、農
作物の放射性物質検査体制・吸収抑制対策の効率化・高度化へ
向けた検討を行います。

　被災した子どもや保護者が抱える「困り感」を解消するため、
教育相談窓口や情報ステーションを開設し、子どもや保護者の

「困り感」に寄り添った課題解決的支援を行います。また、学校
環境・家庭環境・地域環境の変化により低下した子どもたちの「生
きる力」の向上を目指し、実態に応じた教育支援を行います。さ
らに、被災による経験知を活用しながらリーダーとして活躍する
ことができる「防災リーダー」や「地域リーダー」の育成を目指し、

「リーダー育成プログラム」を実施します。

　相双地域と大学を繫ぐ現地の拠点として活動しています。地
域再生を目指し、コミュニティ再生や教育環境の整備など、住
民に寄り添ったソフト面の支援を行います。また大学が持つ知見
を活用した農業再生支援や、住民と行政・自治体間の連携促進
に向けた取り組み等を行います。楢葉町（本所）のほか、川内村、
南相馬市に分室があります。

　避難指示区域自治体の復興計画策定や実現に向けての支援、
復興まちづくり事業の推進のための支援を行います。また、有形
文化財の保護活動、行政や産業組合などと連携した商工・観光
業の復興支援を行います。さらに、震災・原発事故時の避難所・
避難住民等のヒアリング、仮設住宅・災害公営住宅におけるコミュ
ニティの構築についての調査研究、国内で大規模災害が発生し
た際の情報収集と調査研究や支援体制の検討を行います。

　関心のある分野の特任教員の下で、調査等を行いながら、福
島の現状を学び、実践的な支援活動を行うほか、FURE’s 独自
の取り組みとして事業を企画し実施します。
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事業推進担当副センター長

事務室

センター運営会議センター員会議

年報作成委員会

農・環境復興支援部門地域復興支援部門こども支援部門

管理・広報担当副センター長（兼務事務室長）

学生サポーター組織「FURE,s」相双地域支援サテライト

企画・コーディネート部門

センター長

企画・コーディネート部門  ▶ P12 〜 P13 農・環境復興支援部門  ▶ P24 ～ P27

こども支援部門  ▶ P14 〜 P17 相双地域支援サテライト  ▶ P28 〜 P29

地域復興支援部門  ▶ P18 ～ P23 学生サポーター組織「FURE’s」 

成果による提言

福島大学
うつくしまふくしま
未来支援センター

Fukushima Future Center for Regional Revitalization

うつくしまふくしま未来支援センター

減災対策

土壌汚染等への対応

放射線測定

災害心理・ケア 物流・都市農村計画

一次産業計画・中小企業経営 環境汚染・改善

自治体政策・社会福祉 再生可能エネルギー

街づくりなど
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センター概略

うつくしまふくしま未来支援センターは、４つの部門と相双地域支援サテライト
（楢葉町［本所］、川内村、南相馬市）を配置しています。また学生サポーター
組織 FURE’s も活動に加わり、学術・研究を第一義とする「研究センター」ではなく、
地域の復旧・復興に寄り添う「支援センター」として実践的な活動を展開しています。

Fukushima Future Center の FU と Regional Revitalization の RE から作られています。「フレ」
と呼び、「フレ ! フレ ! Fukushima」という意味が込められています。福島県は多重災害により様々
な問題を抱えていることからあえてシンプルなデザインにしました。F は緑色とし、県土の 70%
を占める“森林”を表しています。U は茶色とし、福島県の“豊かな大地”を表しています。R は
水色とし、福島県の“ほんとの空”、そして“水産資源が豊富な海”を表しています。E はピンク色
とし、福島県民、特に子供たちの“未来、夢”を表しています。

（平成 29 年度）

FURE
うつくしまふくしま未来支援センター

こども支援部門

農・環境復興支援部門

地域復興支援部門

相双地域支援
サテライト

帰
路
へ
の
希
望

企画・コーディネート部門 つ
な
ぐ

コミュニティ再生

産業復興計画

復興の担い手育成など

伝統・文化の保存

災害の記録・伝承など

福　島　大　学

地域住民

県市町村

諸団体

連携・協力
▪福島県　▪地方公共団体

▪アカデミア・コンソーシアムふくしま
　（福島県内 19 高等教育機関、自治体等）

▪各大学・研究機関等
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11月17日／相双地域支援サテライト活動報告会 11月12日／熊本大学大学院生による被災地視察受け入れ

２月24日／仙台シンポウム
３月13日／第８回福島県内大学等復興支援センター
　　　　  連絡会 ３月11日／福島特例通訳案内士技術向上研修 

12月21日／ＪＡエコ定期貯金「福・スマイル」にかかる
第13回寄附金贈呈式

９月６日／こども支援部門シンポジウム
『「子どもの今をつなぐ」Part2』

８月６日／オープンキャンパスにて「さすけな
ぶる」体験講義開催

８月２日／「土壌中放射性セシウム濃度（Bq/kg）の
計測手法の技術評価と手引書作成に
ついて」を発表

３月１日／ FURE's 「I♥（LOVE）会津」制作を発表 ４月 12日／中井学長から辞令を受け取る
めばえちゃん

５月12日／相双地域支援サテライト
南相馬分室　開所式

［
９
月
］

○
こ
ど
も
支
援
部
門
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『「
子
ど
も
の
今
を
つ

な
ぐ
」Ｐａｒ
ｔ
2
』開
催（
６
日
）

○「
双
葉
郡
第
2
回
住
民
実
態
調
査
」中
間
報
告
を
発
表（
６

日
）

○
全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
視
察
研
修
受
け
入
れ

（
11
日
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ほ
ん
と
の
空
が
戻
る
日
ま
で
─
東
日
本

大
震
災
か
ら
７
年
目
を
迎
え
た
浜
通
り
地
方
の
今
後
を

考
え
る
─
」開
催（
27
日
）

［
10
月
］

○
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
会
議
員
３
名
の
被
災
地
視
察
受
け
入
れ

（
５
日
）

○「
ア
ー
ト
で
伝
え
る　

考
え
る
福
島
の
今
、
未
来　

In 

Ｆ

ｕ
ｋｕｓ
ｈ
ｉｍａ 

× 

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
成
果

展
」第
１
期　

開
催（
12
日
～
29
日
）

○
福
島
特
例
通
訳
案
内
士
技
術
向
上
研
修　

開
催（
14
日　

以
降
継
続
実
施［
全
６
回
］）

［
11
月
］

○
か
わ
う
ち
１
０
０
％
フ
ェ
ア（
川
内
村
産
の
お
米
の
大
学

生
協
食
堂
で
の
提
供
・
農
産
物
販
売
）に
協
力（
６
日
～

９
日
）

○
熊
本
大
学
大
学
院
生
に
よ
る
被
災
地
視
察
受
け
入
れ（
12

日
）

○「
ア
ー
ト
で
伝
え
る　

考
え
る
福
島
の
今
、
未
来　

In 

Ｆ

ｕ
ｋｕｓ
ｈ
ｉｍａ 

× 

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
成
果

展
」第
2
期　

開
催（
15
日
～
28
日
）

○「
相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
活
動
報
告
会
」を
富
岡
町

で
開
催（
17
日
）

○
特
別
講
演
会「
食
と
農
で
ふ
た
ば
の
明
日
を
拓
く
」を
楢

葉
町
で
開
催（
20
日
）

○「
科
研
費
基
盤
Ｓ
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
３.

11
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
か
ら
の
教
訓
」開
催（
27
日
）

［
12
月
］

○「
ア
ー
ト
で
伝
え
る　

考
え
る
福
島
の
今
、
未
来　

In 

Ｆ

ｕ
ｋｕｓ
ｈ
ｉｍａ 

× 

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
成
果

展
」第
３
期　

開
催（
9
日
～
21
日
）

○「
ふ
く
し
ま
・
ア
ー
カ
イ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」に

て
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を
展
示（
10
日
）

○
Ｊ
Ａ
エ
コ
定
期
貯
金「
福
・
ス
マ
イ
ル
」に
か
か
る
第
13

回
寄
附
金
贈
呈
式 （
21
日
）

［
１
月
］

○
福
島
県
立
図
書
館
・
美
術
館
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
所
有

調
査（
18
日
）

［
２
月
］

○「
第
２
回
双
葉
郡
住
民
実
態
調
査
」調
査
結
果
を
発
表（
15

日
）

○
平
成
31
～
32
年
度
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
長
に
つ
い
て
、
初

澤
敏
生
現
セ
ン
タ
ー
長
が
再
任
す
る
こ
と
を
発
表（
21

日
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ほ
ん
と
の
空
が
戻
る
日
ま
で
─
震
災
の

記
録
と
教
訓
を
残
し
、
未
来
に
活
か
す
」開
催（
24
日
）

［
３
月
］

○
第
８
回
福
島
県
内
大
学
等
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会

開
催（
13
日
）

2018
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う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
の

１
年
の
う
ご
き

う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
の

１
年
の
う
ご
き
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［
３
月
］

○
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織「
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
’ｓ
」　

観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト「
Ｉ
♡（
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
）会
津
」作
成
を
発
表（
１
日
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ほ
ん
と
の
空
が
戻
る
日
ま
で　

─ 

復
興

を
進
め
る
福
島
の
経
験
を
共
有
し
将
来
に
つ
な
げ
る 

─
」

開
催（
５
日
）

○
科
研
費
基
盤
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
フ
ク
シ
マ
の
復
興
の
歩

み
を
学
術
的
視
点
か
ら
海
外
に
発
信
す
る
」開
催（
12
日
）

［
４
月
］

○「
福
島
県
ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
施
設
資
料
収
集
業
務
」活
動

開
始（
３
日
）

○「
め
ば
え
ち
ゃ
ん
」が
大
学
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
任
命
さ
れ
る（
12
日
）

○「
ふ
る
さ
と
を 

想
う 

ま
も
る 

つ
な
ぐ 

─ 
地
域
の
大
学
と

町
役
場
の
試
み 

─
」富
岡
町
と
共
同
刊
行
を
発
表（
12
日
）

○
Ｊ
Ａ
エ
コ
定
期
貯
金「
福
・
ス
マ
イ
ル
」に
か
か
る
第
12

回
寄
附
金
贈
呈
式 （
21
日
）

○「
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト 

in 

南
相
馬
２
０
１
７
」に
て
被

災
農
地
再
生
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介（
22
日
）

［
５
月
］

○
防
災
教
育
教
材「
さ
す
け
な
ぶ
る
Ｌ
ｉ
ｔｅ
」開
発
を
発
表

（
10
日
）

○
相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト　

南
相
馬
分
室　

開
所
式

（
12
日
）

○
福
島
め
ば
え
助
成
金「
前
期
助
成
事
業
決
定
通
知
交
付
式
」

開
催（
24
日
）

○「
ど
ろ
ん
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
伊
達
市
小
国
地
区
子
ど
も
田

植
え
体
験
」協
力 （
28
日
）

［
６
月
］

○
楢
葉
町
立
楢
葉
北
小
学
校
の
解
体
に
伴
う
震
災
ア
ー
カ
イ

ブ
資
料
の
収
集（
５
日
～
９
日
）

［
７
月
］

○
ラ
・
ト
ロ
ー
ブ
大
学（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）視
察
研
修
受

け
入
れ（
11
日
）

○
銘
傅
大
学（
台
湾
）視
察
研
修
受
け
入
れ（
12
日
）

○
第
１
回
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催（
14
日　

以
降
継
続
実
施
）

○
第
７
回
福
島
県
内
大
学
等
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会　

開
催（
21
日
）

［
８
月
］

○「
土
壌
中
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度（
Bq
／
kg
）の
計
測
手
法

の
技
術
評
価
と
手
引
書
作
成
に
つい
て
」を
発
表（
２
日
）

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て「
さ
す
け
な
ぶ
る
」体
験
講

義
を
開
催（
６
日
）

２
０
１
７
年
度
の
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
の
う
ご
き
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
し
ま
す
。
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